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1．はじめに

基礎工事用技術委員会では，平成 21 年 10 月 22 日
に神奈川県秦野市大根川ポンプ場建設（戸田 ･ 伊達
JV）現場にて，TRD 工法（等厚式ソイルセメント壁
工法）を用いた土留め工事の見学会を実施した。参加
者は青栁委員長他 11 名の委員であった。当日は秋晴
れの中，約 2 時間ではあったが施工の一工程の見学が
できた。

2．現場見学

TRD 工法は，地中に建て込んだチェーンカッター
をベースマシーンと接続し，横方向に移動させ，溝の
掘削と固化液の注入，原位置土との混合・攪拌を行い，
地中に連続した壁を造成するものである。H 鋼などの
芯材を建て込み地中掘削時の土留め止水壁として適用
する。

まず，最初に本工事の施工会社であるテノックス㈱
の工事関係者から大根川ポンプ場建設の概要説明を受
け，また本見学会に特別参加いただいた TRD 工法協
会の技術顧問より詳細説明を受講。その後，現場を見
学した。

（1）工事概要
現場は壁厚 550 mm，深さ 54 m の大深度地中連続

壁の造成であり，芯材の長さは 15 m の建て込み作業
である。特徴としては，2 ヶ所の被圧水帯が存在し，
重量バランスの配合決定やその対策を講じており，技
術的に難易度が高いといえる工事である。土質は全体
としては比較的軟らかいが，深さ 15 m より 20 m ぐ
らいまで砂層があり，この部分でカッタービットの磨
耗は激しいとのことであった。また，温泉地帯であり，
地下水に硫黄分を含むため，ソイルセメントが早期凝
集し，芯材の建て込みには苦労をしているとのことで
あった。

（2）施工方法
施工順序は，下記のとおりであるが，見学時はすで

にカッターポストは全数接続終了しており，地中深く
まで掘削中であった。

施工手順
1）TRD 機本体組立
2）カッターポストの接続（16 分割）
3）建て込み鉛直度確認
4）掘削開始とセメントミルク注入
5）芯材建て込み
6）カッターポスト引き抜き
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写真─ 1　現場見学記念写真 写真─ 2　施工状況
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（3）見学内容
54 m と地中深く建て込んだチェーンソー型の掘削・

攪拌装置であるカッターポストを挿入し，チェーン
カッターを回転しながら，固化液をカッターポスト先
端より吐出し，原位置土と混合・攪拌しながらカッター
ポストを横行させて，ソイルセメント壁を作っている
様子を確認した。

運転席には各所に取り付けられた各種センサ情報を
リアルタイムでモニタする表示装置が装備され，高度
な情報化施工が行われていた。

この工法の特長は，
1）機械高さが低く，高い安定性を確保
2） 等厚壁の横方向への連続性と任意な間隔での芯

材の設置が可能
3）鉛直方向・垂直方向の精度を傾斜計で管理
4）硬質地盤，玉石混じり地盤における高い掘削能力
現場で実機を見るとこの特長がよくわかる。
また，芯材（15 m）の投入の様子は，この日は見

られなかったが，後日撮影したものを参考に載せてお
く。

3．見学を終えて

54 m のカッターポストが地中深く建て込まれ，
チェーンカッターが高速で回転しており，地上からは，
チェーンが周回している状況しか見ることができず，
カッターポストの接続作業，傾斜計の建て込み，芯材
投入時の冶具など，TRD 工法独特のものを見学でき
なかったことは残念であったが，土木現場とは思われ
ないようなきれいな現場であったことに感心した。

約 2 時間の見学は成功裡に終了することができた。
最後に大変お忙しい中，懇切丁寧な説明と案内を

して下さいましたテノックス㈱の中村様・伊藤様と
TRD 工法協会の木下技術顧問ならびに見学会にご協
力くださいました戸田・伊達 JV 様に深く感謝すると
ともに今後の発展をお祈り申し上げます。

 

写真─ 4　プラント設備

写真─ 3　掘削中のカッターポスト

写真─ 5　芯材投入状況（後日撮影）
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